
催し・募集

▼
日
時
　
6
月
19
日
〜
7
月
17
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
（
全

5
回
）　
▼
場
所
　
行
田
市
民
プ
ー

ル　
▼
講
師
　
わ
く
わ
く
エ
ン
ジ
ョ

イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
員　

▼

対
象
　
顔
つ
け
や
バ
タ
足
が
苦
手

な
小
学
1
年
生
〜
4
年
生　

▼
定

員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

2
千
５
０
０
円　
▼
申
・
問
　
5
月

25
日
㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら
直
接
同

プ
ー
ル
☎
５
５
５
―
２
４
５
５
※
第

2
・
4
月
曜
日
休
館

初
心
者
向
け

短
期
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

▼
日
時
　
5
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
3
時　
▼
相
談
内
容
　
ア
ス
ベ

ス
ト
暴
露
・
疾
患
に
関
す
る
相
談　

▼
問
　
埼
玉
ア
ス
ベ
ス
ト
弁
護
団
・

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
☎
０
４
８

―
８
６
６
―
５
２
２
２

　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
悩
み
を
抱
え
て
い

る
方
は
次
の
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
　

• 

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６
―

９
３
０
１
（
毎
週
木
・
土
曜
日
午

後
1
時
〜
4
時
）
※
予
約
制

• 

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（w

ithYou

さ
い
た
ま
）

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
８
０
０

（
月
〜
土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

8
時
30
分
）
※
祝
日
・
第
3
木
曜

日
を
除
く

• 

Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）
内
閣
府

☎
０
１
２
０
―
２
７
９
―
８
８
９

（
24
時
間
対
応
）

• 

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
＃
８
０
０
８
（
最

寄
り
の
相
談
機
関
窓
口
に
つ
な
が

り
ま
す
）

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

無
料
相
談

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
相
談

▼
日
時
　
5
月
26
日
㈬
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工
会

議
所
会
議
室
（
忍
2
―
1
―
8
商

工
セ
ン
タ
ー
3
階
）　
▼
相
談
内
容
　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

が
、
創
業
・
事
業
運
営
、
遺
言
・
相

続
・
事
業
承
継
、
契
約
書
・
内
容
証

明
、
建
設
業
・
農
地
転
用
・
飲
食
店

な
ど
の
許
認
可
申
請
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
。　
▼
申
・
問
　
電
話
で
同

会
星
山
☎
５
８
０
―
７
１
３
１

▼
日
時
　
5
月
17
日
㈪
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
※
午
前
11
時
45
分
〜

午
後
1
時
を
除
く　
▼
場
所
　
市
役

所
正
面
玄
関
前　

▼
持
ち
物
　
献

血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）　
▼
問
　

埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
８
―
７
２
０
―
８
０
０
９

行
政
書
士
無
料
相
談
会

そ 

の 

他

献
血

▼
日
時
　
6
月
2
日
〜
24
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
（
全
8
回
）
午
前
10
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　
▼
内
容
　
気
功

体
操
で
免
疫
力
を
高
め
病
気
や
け

が
を
防
ぎ
、
太
極
拳
で
足
腰
と
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
。　

▼
参
加
費
　

1
千
５
０
０
円　
▼
持
ち
物
　
バ
ス

タ
オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ　
▼
申
・

問
　
行
田
健
康
気
功
太
極
拳
サ
ー
ク

ル
福
田
☎
０
９
０
―
３
５
９
４
―

９
５
９
０

わ
か
り
や
す
く
楽
し
い

気
功
体
操
と
太
極
拳
体
験
会

▼
日
時
　
6
月
5
日
〜
10
月
23
日

土
・
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
（
月
2

回
）
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
　
中
央
公
民
館
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
室　
▼
内
容
　
日
本
舞
踊
の

実
技　
▼
対
象
　
小
学
生
〜
大
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も
の
み
も

可
）
※
未
就
学
児
は
応
相
談　

▼

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用
　

月
額
2
千
５
０
０
円　
▼
申
　
5
月

22
日
㈯
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

に
直
接
同
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室　

▼
問
　
西
川
☎
５
５
６
―
３
２
４
５

▼
日
時
　
6
月
9
日
㈬
午
後
1
時
15

分
〜
4
時
（
午
後
0
時
45
分
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
地
下
展
示
場
（
さ
い
た

文
化
庁
伝
統
文
化

日
本
舞
踊
親
子
教
室

相
　
　
談

既
卒
3
年
以
内
の
方
お
よ
び

34
歳
以
下
の
若
者
対
象

就
職
面
接
会

ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
7
―
5
）　

▼
内
容
　
企
業
担
当
者
に
よ
る
面

接
・
企
業
説
明　
▼
対
象
　
高
校
・

専
門
学
校
・
高
専
・
短
大
・
大
学

（
院
）
な
ど
を
卒
業
後
お
お
む
ね
3

年
以
内
の
方
お
よ
び
34
歳
以
下
の
方　

▼
持
ち
物
　
履
歴
書
（
複
数
枚
）、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
方
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の

他
　
事
前
申
し
込
み
不
要
。
履
歴
書

な
し
で
も
参
加
可
。
参
加
企
業
は
50

社
程
度
。
詳
細
は
埼
玉
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
▼

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
☎
５
５
６

―
３
１
５
１

▼
日
時
　
5
月
19
日
㈬
、
6
月
16

日
㈬
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分　
▼
場
所
　
深
谷
市
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
・

フ
ォ
ル
テ
）
ハ
ナ
ミ
ズ
キ　
▼
相
談

内
容
　
相
続
、
遺
言
、
登
記
、
債
務

整
理
な
ど　
▼
相
談
方
法
　
面
談
相

談
（
1
組
1
時
間
、
要
予
約
）　
▼

相
談
無
料
　
▼
主
催
　
埼
玉
司
法
書

士
会　
▼
申
　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
―
８
３
８
―
７
４
７
２　

▼
問
　
同
会
事
務
局
☎
０
４
８
―

８
６
３
―
７
８
６
１

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

242021.5 市報 ぎょうだ25
人口79,910人（―171）　男39,568人（―110）　女40,342人（―61）　世帯数35,350世帯（54）
3月中の異動　出生42人　転入等390人　死亡85人　転出等518人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和3年4月1日現在）

認知症サポーター養成講座
▶日    時　 ①5月25日㈫②7月27日㈫いずれも午

後1時30分～ 3時
▶場    所　VIVAぎょうだ学習室
▶内    容　 認知症についての基本的な知識、認知症

の方への適切な対応方法、相談機関など
を学ぶ。

▶対    象　市内在住・在勤・在学の方
▶定    員　各回15人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶そ の 他　 受講終了後にサポーターの証として、「埼

玉県認知症サポーター証」をお渡しします。
▶申し込み　 直接または電話で地域包括支援センター

緑風苑（須加1563）☎557―3611（月～
金曜日）※②は、7月1日㈭から受け付け

▶問い合わせ　 高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線
278）

2021田んぼアート米づくり体験参加者を募集します

　ギネス世界記録®認定やラグビーＷ杯日本代表とのコラボレーションなど、毎年注目を集めている田んぼアー
ト。本市の田んぼアートで欠かさず使用され、県の奨励品種でもある「彩のかがやき」を「植える・収穫する・食
べる」ことを体験できます。まずは広大な田んぼで田植え体験をしませんか。初めての方やお子さんもぜひご参
加ください（稲刈り体験は10月中旬開催予定。田植え参加者にのみ案内予定）。

▶期    日　6月13日㈰
▶場    所　古代蓮会館東側の田んぼ
▶内    容　 田植え体験（午前中１時間

程度）
▶参 加 費　1人当たり1,000円
▶定    員　200人（先着順）
▶特    典　 田植え時に記念品、収穫後

に米をプレゼントします。
▶そ の 他　 田植えの様子を映像化し、

市ホームページなどで公
開する予定ですのでご了
承ください。

▶申し込み　
　 5月6日㈭～ 20日㈭に、行田市電子申請・届出システム、電
話、FAXのいずれかの方法により、田んぼアート米づくり
体験事業推進協議会事務局（農政課内）に申し込みください。
【インターネット】https://s-kantan.jp/
city-gyoda-saitama-u/offer/offerList_
detail.action?tempSeq=22634

　【FAX】556―4933
　※ FAXの場合は、参加者全員の住所、氏名、

年齢、電話番号を明記してください。
▶問い合わせ　 同協議会事務局（農政課内）（内

線386・387）
【応募フォーム
　二次元コード】

広告広告


